
 「広島湾の魅力と課題を探るワークショップ」 開催報告について

1 ワークショップ開催の目的 

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

2 ワークショップ開催概要 

 平成 23 年度は、廿日市市内と呉市内でそれぞれ２回ずつ、ワークショップを開催。 

【宮島・廿日市会場（宮島コーラルホテル）】            【呉会場（大和ミュージアム会議室）】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

3 ワークショップ参加者 

 第１回ワークショップについて、宮島・廿日市会場では 40 名（男性 23 名、女性 17 名）、呉会場では 39 名（男性 25 名、女性

14 名）の方が参加。（第２回ワークショップは、第１回ワークショップに参加頂いた方が引き続き参加。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ワークショップ開催結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１回】 平成 23 年 12 月 18 日（日）13:00～17:00 
①体験クルーズ 嚴島一周巡り 
  案内：広島民俗学会 岡崎 環 氏 
 
②ワークショップ  
・広島湾の『魅力資源』の抽出。 
・魅力資源の「よいところ」「足りないところ」について議論。 
 
【第２回】平成 24 年 1 月 22 日（日）13:00～16:00 
①講演「嚴島の歴史について」 
  嚴島神社 禰宜 福田 道憲 氏 
 
②ワークショップ 
・広島湾再生行動計画の３つの目標に関係するテーマを各班 

ごとに設定。 
・各班で、テーマに対する解決策と役割分担について議論。 

【第１回】 平成 23 年 12 月 11 日（日）13:00～17:00
①体験クルーズ 呉～音戸の瀬戸巡り 
  案内：呉市入船山記念館 津田 文夫 氏 
 
②ワークショップ  
・広島湾の『魅力資源』の抽出。 
・魅力資源の「よいところ」、「足りないところ」について議論。
 
【第２回】平成 24 年 1 月 29 日（日）13:00～16:00 
①講演「呉の歴史・文化について」 
  大和ミュージアム館長 戸髙 一成 氏 
 
②ワークショップ 
・広島湾再生行動計画の３つの目標に関係するテーマを各班 

ごとに設定。 
・各班で、テーマに対する解決策と役割分担について議論。 

【今後の展開】 
①広島湾の保全・再生のための地域の取り組みについて、広島湾 

再生推進会でも報告・他地域への展開を支援。（必要に応じて、   
自治体等との連携策を検討） 

②ワークショップで話し合った広島湾の魅力や地域が抱える課題の
ＰＲなど、広島湾の環境保全・再生に対する啓発を進める。 

一方、最近の広島湾の話題として、貴重な歴史・

文化・豊かな自然も物語の舞台となっている平成

24 年 1 月より大河ドラマ「平清盛」の放送が開始さ

れ、観光客の誘致促進、経済の活性化に関する取

り組みが県内各地で展開されている。 

【ワークショップの目的】 
・広島湾には美しい自然景観や歴史・文化などの豊かな資源が多く
残されており、今後はこれらの資源を有効活用しながら広島湾の環
境を保全・再生することが求められている。 
・本ワークショップは、クルーズ船による広島湾の魅力巡りや有識
者の講演を頂くとともに、広島湾の魅力や広島湾を保全・再生して
いくための課題と解決策について地域の方と一緒に話し合うことを
目的としている。 

※ワークショップの結果については次ページ以降に記載。 

○体験クルーズ 宮島一周巡り（第１回） 

案内：広島民俗学会 岡崎 環 氏 

広島民俗学会 岡崎氏に、七浦で見られる貴重な自然な

ど嚴島に点在する様々な魅力資源についてご案内頂きな

がら、参加者全員で宮島周辺の海上踏査を行った。 

嚴島神社の昔からの神事である七浦巡り（御島巡り）にま

つわる歴史や「平清盛も我々と同じように船で宮島の海岸

部を巡っており、浦々の自然を船から見て、岩穴には仙人

が住んでいそうだ。と言ったなどの記録がある。」といったお

話を聞きながら、七浦で見られる貴重な自然など厳島に点

在する様々な魅力資源をご紹介頂いた。 

クルーズのルート 岡崎氏による見どころ等の案内 

宮島口

阿品

厳島

大野浦

○講演「厳島の歴史について」（第２回） 

嚴島神社 禰宜  福田 道憲 氏 

嚴島神社の年中行事にまつわる 

逸話や背景となった歴史などにつ 

いて、昔の写真も交えながらご講演 

を頂いた。 

嚴島神社は推古元年（593 年） 

に創建され、平清盛によって 1168 

年頃に今日のような廻廊で結ばれ 

た海上社殿が造営されたこと。 

嚴島神社の祭式には「大祭式」「中祭式」「小祭式」があり、そ

れぞれ身に付ける装束が異なること。また「御島巡式（おしまめぐ

りしき）」の重要な儀式である「御烏喰式（おとぐいしき）」は、海上

に幣串（へいぐし）と粢（しとぎ）団子を備えて雅楽を奏すると、神

様を案内したといわれるカラスが現れ、団子をくわえて養父崎（や

ぶさき）神社に持ち帰るという神事であり、「御烏喰式」に参加した

人には幸運が授かると言われているが、年によってはなかなかカ

ラスが現れないことがあり苦労していることなど、普段は聞くことが

できないお話もご紹介頂いた。 

福田氏によるご講演 

【宮島・廿日市会場】 

【呉会場】 

○体験クルーズ 呉～音戸の瀬戸巡り（第１回） 

案内：呉市入船山記念館 津田 文夫 氏 

呉市入船山記念館 津田氏に、呉湾周辺の魅力資源につ

いてご案内頂きながら、参加者全員で呉湾周辺の海上踏査

を行った。 

「平清盛が夕日を招き返して１日で切り開いたという音戸の

瀬戸の「日招き」伝説は今から 500 年前に出来たと言われて

いる。」ことや、「戦前は呉海軍工廠で「戦艦大和」などが建造

され、東洋一の軍港として知られていた。」ことなど呉湾周辺

に今も残る史跡や文化、伝説、産業などについて、平清盛が

活躍する時代から現代までの歴史をひも解きながら、沿岸域

に点在する様々な魅力資源をご紹介頂いた。 

 

江田島 呉市

倉橋島

呉港

クルーズのルート 津田氏による見どころ等の案内 

○講演「呉の歴史・文化について」（第２回） 

大和ミュージアム館長 戸髙一成 氏 

ご講演では、瀬戸内海の小さな 

村であった呉が、明治時代以降、 

わずか数十年の間にアジアトップ 

クラスの造船の町に発展したこと。 

当時の基本プランに基づき造られ 

た造船地帯が、現在もほぼそのま 

まの状態で使えることが呉の素晴 

らしさであるとのお話を頂いた。 

また、大正１０年の軍縮で戦艦の建造を止めたとき、技術を維

持・向上させるため所有する戦艦を順番にドック入りさせ、常に現

場の工員が訓練できるようにしたこと、工員養成学校をつくり、常

に最先端技術に触れさせる教育をしたこと、工員の身分を高くす

る制度の設立など「ものづくり」に関する工夫をご紹介頂いた。 

このような呉の歴史から、その時代・地域にしかできないものを

つくりあげていくことが地域の文化であること、１００年後の人に評

価されるような次世代の広島湾の文化をどのようにつくりあげて

いくかが大事であるとのお話を頂いた。 

 

戸髙氏によるご講演 

【期待する効果】 
大河ドラマ放送開始による地域活性化の動きを契機に、 
①広島湾への関心を高め、環境保全・再生への意識醸成を図る。 
②地域活動との連携した取り組みにより、一過性ではない、広島湾 

の環境保全・再生活動への展開を図る。 

 

第１回ワークショップ参加者の属性 

宮島・廿日市会場 呉会場 
【職業】 【お住まい】 【職業】 【お住まい】

18人

14人

6人

2人 会社員（自営含む）

無職

主婦

未回答

24人

14人

1人1人 広島市

廿日市

大竹市

東広島市 18人

14人

6人

2人

2人
4人 会社員（自営含む）

NPO、観光ボランティ

ア、通訳協会等
主婦

学生

無職

未回答

20人

9人

4人

3人
1人 2人 呉市

広島市

東広島市

廿日市市

周防大島町

未回答

※ワークショップの結果については次ページ以降に記載。 

厳島港

「平清盛館」
の開設

音戸漁港

音戸と宮島を結ぶ高速船
「きよもりブルーライン」

就航（H24.1）

（廿日市市：既存の観光資源）

厳島神社、みやじマリン
弥山原始林 etc

（呉市：既存の観光資源）

大和ミュージアム
音戸の瀬戸 etc

平清盛 音戸の瀬戸
ドラマ館の開設

・・・新たな取り組み

広島県内の商工会の連携
による地域おこし活動

大河ドラマ「平清盛」広島県推進協議会→広島県のイメージアップ、観光客の誘致促進、

経済の活性化に関する取り組みが各地で展開

音戸瀬戸ＰＲ（呉地域
観光連絡協議会）

（観光・歴史学習等の拠点づくり）
・広経大のセミナーハウス
・宮島エコツーリズム（広工大）

・・・既存の観光資源やこれまでの取り組み等

「呉湾 平清盛公

音戸の瀬戸 日招き
伝説航路」の就航



5 ワークショップまとめ 

①広島湾の魅力資源（第１回ワークショップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮島・廿日市会場 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○瀬戸内海特有の風景（干満差、穏やか

な海、多島美） 

○海、砂浜、岩、森の緑のコントラスト

が美しい。 

○自然（宮島側）と街（本土側）のコン

トラストが面白い。 

○潮の干満で景観が違うところが素晴 

らしい。 

○宮島を海岸沿いに半周歩くことがで 

きる。 

○宮島の山々（登山ルートが豊富） 

○宮島は人と自然が共生している。 

○宮島の原生林や景観を守るための活 

動が行われている。 

○宮島周辺には水がきれいな場所があ

る。 

○宮島周辺にカキ筏があり、船が近づけ

ないことで宮島の自然が守られてい

ると感じる。 

○海面にカキ筏が並ぶ風景は希少で、

「これこそ広島湾」という感じで素晴ら 

しい。 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○厳島神社そのものの持つポテンシャ 

ルがすごい。 

○厳島神社の構造自体が面白い（高潮時

に床を外せるところなど） 

○多島美に隠された歴史が存在する。 

○宮島の構造物が目立たないように配 

慮されている。 

 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○海が穏やか（波が静か）なのでボート

の利用が可能。 

○宮島周辺には貝掘りや海水浴ができ 

る場がたくさんある。（昔は広島市内

から海水浴場までフェリーが運航し 

ていた） 

○映画のロケ地にもなる独特の風景や 

雰囲気がある。 

○老若男女とわず、神社以外の見どころ

がある。 

○口コミサイトで、外国人の人気 No.1

が宮島（次が平和公園、松本城･･･）

○宮島のトイレなどがきれいに維持さ 

れている。 

○有料、無料の観光ガイドが存在。 

○島を広く見渡せる場所が宮島側にも 

本土側にもたくさんある。・ 

○季節や時間によって宮島や海の姿が

変わるところは素晴らしい。 

 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○豊富な水産物があるところ（カキ、あ

なご等） 

○広島カキのブランド力は抜群である。

○厳島神社にまつわる祭りやイベント 

がたくさんある。 

宮島の内、外から
みた海岸美

須屋浦の植物と清水

大野のカキ棚

蓬莱岩の松

山火事跡にシダが
再生（感動）

山々と道（ルート
がたくさん）

海、岩、森の色の
コントラスト

構造物が目立たないよ
うに配慮してある

岩に松が生えて
いる（生命力を

感じる）

海洋生物（磯、海、
砂浜、干潟）

保護された原生林

弥山からのパノラマ景観

塩性植物の復元

ミヤジマトンボ
（隠れた財産）

カキ筏

複雑な山の地形

カキ筏

御床浦（烏帽子岩）

ペンギンに見える
岩（水族館のＰＲ？）

対岸から見ても宮島の
建物がどこかわかる

悠久の森、ヒノキ

陸繋島

干満差が４ｍもある瀬戸内海

ベタ波の瀬戸内海

大野のアサリ

鹿、タヌキ

波による風穴、海食穴、
波による浸食

ロケーション（坂の上の
雲、昔の雰囲気）

風化花崗岩

面白い島の形
（小黒神島）

多島美、小さい島がたくさん

冬の浮島現象

神の島らしい
自然が豊か

白砂青松

海上からの景観
（珍しく、きれい）

早咲き桜

自然、景観

弥山からのパノラマ景観

カキ棚

極楽寺

砲台跡

ハワイから贈
られた灯籠

亀甲紋を持つ神社
と宮島の関係

御床浦神社の浜の
砲台跡（なくなった）

砲台跡などの
軍事施設跡

杉ノ浦神社

大願寺

地御前神社

鷹ノ巣砲台跡

包ヶ浦（古戦場）

徐福伝説、
西行伝説

厳島神社（日本一の
本宮殿、朱の鳥居・

神社）

各種鳥居

戦争の遺跡がたくさんある
（その中にあるドラマは？）

人が住んでいない島の

裏側に神社が複数ある

歴史・文化

島の裏側の神社
（腰細浦神社）

厳島神社（大鳥居）

権現山

弥山と権現山をセットにした登山

がんね海水浴場

町家通り、

商店街

広島県立大の宮島学講座
（ガイド付き）

宮島検定

鉱山跡（タングステン）

西国街道～宮島

有料・無料のガイドの存在

七浦巡り

弥山（消えずの火：
恋人の聖地）

絵の島（昔海水浴場）

大元谷の散る桜
（桜八景）

平松茶屋～
紅葉谷神社

大しゃもじ、宮島の工芸品
潮干狩り

みやじマリン
（建物がよい）

カキが食べられる場所
（少ない？）

海水浴

海上から見る工業地帯
（岩国、大竹） 夜景

観光・レクリエーション資源

宮島の大しゃもじ

がんね海水浴場

穴子飯
かき祭り

宮島ウォーキング

トライアスロン

サイクリング 小イワシ

自然観察会

管絃祭（以前に比
べ船が少ないが）

桃花祭

カキ（カキ筏）

地御前のカキ

もみじ饅頭（宮島でしか

食べられないもの）

大鳥居付近の
アサリ

管絃祭（時間的に
最後まで見られな

いのが残念）

穴子ちくわ

にぎり天ぷら

金色の穴子
焼きガキ

ヨットレース

チヌ

御島めぐり

水中花火大会

大晦日の鎮火祭

御陵祭
カキ祭り 生食用カキ、

ブランド力のあるカキ

カラス神事

雅楽・能

厳島にまつわる神事

管絃祭、漕ぎ
伝馬の旋回

・・・食 ・・・祭り・イベント等

食、祭り・イベント等
宮島かき祭り

管絃祭



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜魅力資源の良いところ＞ 

○昔（昭和 50 年頃）は海が茶色だったが 

今はきれい。 

○カキ筏の海底が汚い。 

○夕日や月が反射して、海そのものがきれ 

い。 

○瀬戸内海特有の温暖な気候がよい。 

○島と海のコントラストがきれい。 

○海と山が一体化した独特の風景が素晴ら 

しい。 

○人工海岸も多いが、自然海岸も残ってい 

る。 

○地元の子供が自然を理解している（自然 

干潟のツブ貝を食べている）。 

○桜の名所が多い。 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○時代ごとのバラエティにとんだ歴史・文 

化資源が揃っている（古くは平安時代か 

ら近代まで）。 

○伝統的な移動方法（渡し船）がある。 

○明治以来のものづくり産業がベースとな 

っている。 

○旧海軍によって整備されたインフラの基 

盤の上で生活できている（水道、海軍工 

廠跡の工場群、旧市電に沿った道路な 

ど）。 

○歴史に根ざした観光資源（軍に関するも 

の）が豊富。 

 →自衛隊の護衛艦（週１回公開） 

○工場群のクレーンや鉄塔、煙突がよい。 

○日本一大きいタンカーが造られており活 

気もある。 

○一次産業（カキ養殖）も活気がある。 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○海から陸を見る観光が魅力的。 

 →必ず船と、船を造る様子を見ることが 

できる希少な場所である。 

○自然と人工物のコントラストがよい（軍 

艦や音戸大橋などが風景に溶け込んでい 

る）。 

○呉から江田島へ渡って遊ぶことができ 

る。 

＜魅力資源の良いところ＞ 

○海の幸から山の幸までなんでも揃ってい 

る。 

○どこでも魚が食べられる（例えば焼鳥屋）

○肉じゃが発祥の地 

○若い人が積極的に祭りに参加している地 

区もある。 

○「港まつり」、「海の祭り」が多く存在す 

る。 

○ローカルなイベントがたくさんある。 

呉会場 

高烏台
（桜、椿）

ＪＲ呉線から見る夕日

波静かな海、
呉湾に映る月

元宇品（昔カブトガニがいた）

海が静穏（いつでもク
ルージングできる）

灰ヶ峰からの夜景

蛇峯山からの夕日

大麗女島、小麗女島

クスノキ、アカマツ

無人島

水深が深い（音戸）

音戸の瀬戸(30m)と呉湾(10m）
の水深の違い

海からの景色

音戸のツツジ

山と海が一緒になった風景
（オーストラリアにはない）

海の青色と紅葉の
景色

音戸の瀬戸

呉湾に沈む夕日

江田島の山並み

砂浜

砂浜

砂浜

雪がほとんど積もらない

海の色がきれい

船から眺める山の
景色（江田島）

船の波しぶきが
きれい

急峻な山

自然、景観

呉湾の夕日

江田島の山並み

呉市と韓国（鎮海）
との交流（桜）

島の生活・文化
（渡船、民宿、食etc）

朝鮮通信使

音戸コンク
リート船

音戸の渡船

入船山記念館

明治～戦前の
近代史

レンガ倉庫

セーラー万年筆
（天応工場）

亀ヶ首要塞跡
（倉橋島）

㈱ディスコ等の
特異技術の展開

呉地区と河野・村上
水軍の関係

離島を回っていた

病院船（～S50頃）

日本酒（千福）
八幡神社

三子島
塩の集積所

音戸防空砲台

製鉄所

バブコック日立

ＩＨＩ（外国から視察）

清盛塚

清盛日招き像

江田島術科学校

本庄の水道施設
（旧軍港水道）

旧海軍との強い関連
（軍港の歴史）

巨大な船舶

清盛塚

ロケ地

クレーン
（深田サルベージ）

大和のふるさと
（現ＩＨＩﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ）

造船秋月弾薬庫

歴史・文化

呉市の造船

音戸の渡船

産業夜景（工場）

音戸公園

潮干狩り

かるが浜

造船風景
潜水艦、自衛艦

（航行風景）

赤レンガと海
のコントラスト

大和ﾐｭｰｼﾞｱﾑ、
鉄のくじら館

音戸大橋、
第２音戸大橋

みかん狩り

観光・レクリエーション資源

音戸大橋（手前）、第２音戸大橋（奥）

かるが浜

カキ養殖

音戸ちりめん

魚がおいしい

メロンパン、
イチゴ大福

昔捕虜の人がつくった
バームクーヘン（似島）

オイスターロード
（呉ポートピア）

カニまつり
（吉浦）

カキまつり
（大柿）

カキまつり
（江田島）

カキまつり
（呉）

カキまつり
（田原）

清盛祭り
（5年に1度）

どこでも魚が食べら
れる（焼鳥屋など）サマーフェスタ

江田島（花火）

海上保安大学校
学校祭

桂浜花火大会
（手作り感／迫力がある）

地場の磯で天然カキが
獲れる（倉橋島）

カキ養殖

住吉祭（広島）

鬼追い祭り（宮原）

管絃祭（宮島）

いのこ祭（広島）

カキ（ブランドガキ；
倉橋）

ボラ、ナマコ、タイ

大野のアサリ

海苔養殖（広島）

クルマエビ養殖

海軍さんのコーヒー、
海軍カレー

地ビール、酒

昔はコチが
釣れた

みなと祭り（呉）

音戸てんぷら（ｸﾙｰｽﾞ
しながら食べたい）

Ｂ級グルメ
（細うどん）

・・・食 ・・・祭り・イベント等

食、祭り・イベント等

かき小屋（呉ポートピア）

江田島のカキ養殖



②魅力資源の課題に対する解決策と役割分担（案）について（第２回ワークショップ） 

 

役割分担（案） 広島湾再生行動
計画の目標 魅力資源の課題 解 決 策 

市民・ＮＰＯの役割 企業の役割 行政の役割 

○アオサやゴミへの対応が必要である。 
・海岸線に発泡スチロールなどのゴミが散乱

している。 

・河川敷のレクリエーション客のゴミ放置 

などにより海が汚れている。 

・大野周辺の水の汚れやｱｵｻの発生が問題。 

○対策を考える前に、まずアオサやゴミの発生原因を解明する。
 

○クリーンアップ大作戦のときなどに、市

民が清掃したゴミを分別している。 

 

○カキ業者によるゴミの抑制。 

 

ｿﾌﾄ ○公的機関が海ゴミを処分する。 

 

○ゴミの発生原因をきちんと調査する。 

 

○水産試験場などの研究機関で、アオサの発生

原因のための調査研究を実施する。 

○広島湾の豊かな自然を守っていく必
要がある。 

○海と山を一体的に考えた保全の実施。 ○洗剤を流さない、電気自動車を使う。 

 

○森林ボランティアを活用する。 

○カキ業者によるゴミの抑制。 

 

ｿﾌﾄ ○宮島を禁煙にする。 

○広島湾の自然に関する環境教育・学習の充実 
・各市町が、宮島自然体験ツアーの企画・募集を実施。 

・自然や干潟の生き物を説明するガイドの育成。 

・海岸清掃などの体験ツアーの企画（参加者は参加回 

数に応じてポイントや地域通貨をもらえる） 

 
○宮島の自然の魅力を伝えるパンフレットや解説書づくり（多言
語） 

○地元 NPO や退職者が環境学習指導へ協

力 

 

○行政と連携し、宮島自然学ガイドや体験

型イベントの支援を実施。 

 

○NPO による自然などに関する情報提供

を一元化する組織をつくる。 

○自然体験ツアーの企画・運営 

 

○観光協会によるパンフレット、自然

の解説書作成 

 

○退職者による教育指導の資金のシ

ステム化（観光協会） 
 
○漁業者との連携による体験養殖 

ｿﾌﾄ 

 

○自然体験モデルコースやマップの作成 

 

○自然体験学習テキストの作成 

 

○宮島自然学ガイドの育成や体験型イベント

への支援  

 

○清掃活動への支援、地域通貨の発行 

森・川・海の健や

かな繋がりを活

かし、豊かな広島

湾を保全・再生す

る。 

 

（水環境や自然

環境の保全・再

生） 

○広島湾の自然の魅力をもっと伝える
必要がある。 

 
 

○宮島の原生林や植物を知ってもらうためのパネル整備 
 

○ハード面の整備に対し、NPO または有識

者による情報提供や意見聴取の実施 

 ﾊｰﾄﾞ ○宮島の原生林や植物に関するパネルの整備 

 

○博物館等での、貴重な自然に関する展示の実

施（宮島で立ち入りできない場所の自然を知って

もらう） 

○ボランティア活動に参加したくても、
活動しているグループも多いので、い
つ、どのような活動が行われているか
わからない。 

 

○NPO等によるボランティア活動の実施状況を集約する情報の窓
口を設置する。 

 
○色々なボランティア活動が一目でわかるような年間カレンダー

を作成する。 

○市民や NPO が、地元のイベントやボラ

ンティア活動の情報を、一元化された行

政の窓口へ伝える。 

（費用がかからないことは市民が実施！） 

－ ｿﾌﾄ ○NPO 等によるボランティア活動の実施状況

の情報を収集する窓口の設置 
 
○ボランティア活動の年間カレンダーの作

成・公開（費用がかかることは行政が担当する！）

○エコツアーコースの開拓、島の魅力の再発見 
・宮島・七浦巡りの観光コース化、小型船による島巡り（エコツーリズム

への対応） 

・季節外れのビーチの開放（“何もしない１日”をテーマとし 

たツアー） 

○島民による地元特産物のＰＲ 

 

○島民による観光ガイドなどの人材提供 

 

○海運業者によるエコツアーへの協

力（資金等） 

 

○企業 CSR 活動の一環として、エコ

ツアーへの協力（資金等） 

ｿﾌﾄ ○宮島のエコツアーの企画、広報の実施 

 

○宮島の自然観光ガイドの人材育成 

 

人と海との繋が

りを取り戻し、親

しみやすい広島

湾を再生する。 

 

（親水空間の創

出や利用の活性

化） 

○宮島に、自然を体感出来る場・機会や、
子供が海と触れ合える場がもっと欲
しい。 

 

○施設等の整備 
・島内へのサイクリングロードの設置 

・レンタル電動自転車の設置・ＰＲ 

・海岸線への案内看板の設置 

・カキ筏などを活用して釣りができる場所の整備 

・宮島の基点からの距離がわかる標識の設置 

○島民による、標識・看板などの日常の維

持管理 

○レンタル電気自転車などの運営 

  

ﾊｰﾄﾞ 

 

○島内サイクリングロードの整備 

 

○海岸線への案内看板などの設置 

 

○釣りスポットの設置 

○厳島神社の潮の干満など、滞在してみ
ないとわからない魅力があるのに、滞
在客が少ない。 

 
 
 

○宮島に滞在してもらうため、夜に楽しむ企画や翌朝の魅 
力づくりを実施する。 

・宮島から大竹への工場夜景ツアー 

・夜の灯籠や町家を活かした散歩コースや夜の過ごし方の提 

案 

・宮島の朝ご飯のブランド化（広島湾の名産を活かす） 

・古い慣習の復活と体験 

・早朝の神社のお参りや早朝の弥山登山の PR・定例化 

○島民による、島の慣習や文化に関するガ

イドの育成 
 
○島民による、宮島の夜の楽しみ方の提案

 

 

○夜の工場夜景ツアーの企画・実施 
 
○料理学校や大学・高校と連携した朝

ご飯レシピの開発 
 
○夜に買い物ができる場づくり 

 

ｿﾌﾄ ○町家を活かした観光スポットづくり 
 
○宮島の朝ご飯など、ブランドのＰＲ 
 
○島の慣習に精通した「生き字引」の育成 

宮島などの魅力

ある自然景観、歴

史・文化を活か

し、美しい広島湾

を保全する。 

 

（自然・歴史・文

化的資源の保全

と活用、ゴミなど

の削減） 

○宮島の観光について、厳島神社、管絃
祭、花火大会はよく知られているが、
それ以外の魅力に対するＰＲが不足
している。 

 

○広島市（平和都市）と宮島をセットにした PR（広島市の方が圧
倒的に知名度が高い） 

 
○宮島、大野の特産品であるカキ、アサリを日本一・世界一のもの

として PR 
 
○姉妹都市（フランス）と連携した海外への PR 
 
○JR で、ポスターを使った PR の強化 

○市民や NPO が、宮島と廿日市の歴史を

語り継ぐ「歴史を学ぶ会」をつくる。 
 
○もっと市民が伝統的な工法などを知っ

て、守る。 

○観光協会（廿日市、宮島）の一本化 

 →インターネットなどのコンテン 

ツを一元化するなど 

ｿﾌﾄ ○廿日市市から「厳島市」への名称変更 
 
○厳島と対岸（廿日市）の歴史をもっと協力し

て一緒に PR する。 
 
○飛行機→JR→船の交通アクセスの PR の強

化 

 

宮島・廿日市会場 



 

役割分担（案） 広島湾再生行動
計画の目標 魅力資源の課題 解 決 策 

市民・ＮＰＯの役割 企業の役割 行政の役割 

森・川・海の健や

かな繋がりを活

かし、豊かな広島

湾を保全・再生す

る。 

 

（水環境や自然

環境の保全・再

生） 

○広島湾の海を市民にもっと知っても
らうことで、豊かな魚介類を守っていく
必要がある。 
 

○実際に広島湾のヘドロを採取するなど「広島湾環境体験クルー
ズ」の実施 

 
○広島湾の水環境を学ぶことができる小中学校での総合学習の実

施 
 
○広島湾の水環境の現状や保全・再生に関する啓発を図るＴＶ番組

の製作（DASH 海岸や地球派宣言のような） 
 
○複数の魚介類に絞ったブランド化・商品化と PR の実施 
 
○豊かな魚介類を守るための人材発掘（アイデアマンを育てる）

○漁協と連携した体験クルーズや総合学習

の企画協力 
 
○ブランド化する広島湾の魚介類のセレク

ト 
 
○市民・NPO がボランティアへ積極的に協

力する。 

○TV 局による番組製作 
 
○アイデアマンを育てる「アイデア学

部」を大学に設置 

ｿﾌﾄ ○体験クルーズや総合学習の企画・実施 

 

○広島湾の魚介類のブランド化（広島湾セレク

ト●●種） 

 

○NPO や市民が、アイデアを発掘したりボラ

ンティアとして関わることができるような

仕組みづくりの実施 

○市民が、行政に対する提案・要望を積極

的に実施する。 

 

○レンタサイクル事業、コース提案の 

 実施 

 

ﾊｰﾄﾞ ○沿岸道路の維持管理・整備 
 
○サイクリングロードの整備 

○もっと身近に海が感じられるように
する必要がある。 

 
・呉の本土側では海辺に近づける場所や海岸

線にアクセスできるルートが少ない。 
 

・また、人工海岸へ自由に立ち入り出来ない 

ので海が身近に感じられない。 

○呉・江田島を巡るサイクリングロードの整備 
 
○国道沿いに、呉の海の景色が見渡せるパーキングの整備 
 
○クルージングポイントの発見とＰＲ 
 
○釣り場案内所の整備 
 
○小学生と対象とした、環境 NPO による干潟観察の実施 

○行政による干潟等の管理や緩やかにし

て、市民がモラル向上を図りながら施設等

の管理を実施する。 

○カヤックやカヌーのレンタル 
 
○インストラクター等の養成 

ｿﾌﾄ ○釣り場案内所の整備 
 
○環境学習等のボランティア掲示板の作成・ 

管理 

○水辺や航路を活かして、もっと呉の魅 
力を活用していく必要がある。 

○「海の駅」などの有効活用 － ○ＪＲ（清盛マリンビュー）の中での

地域の魅力資源のＰＲ 
 
○商店単位で、海の駅の活用方法を企

画する。 

ｿﾌﾄ ○「海の駅」の桟橋利用料などを観光向けに安

くする。 
 
○サイクリング客へ「海の駅」や地元の魅力の

ＰＲ。 

人と海との繋が

りを取り戻し、親

しみやすい広島

湾を再生する。 

 

（親水空間の創

出や利用の活性

化） 

○海岸線や砂浜をもっと親しめるよう 
にする必要がある。 

○アサリが捕れる浜をつくる。 
 
○線路沿いのパンフレットをつくる（どこの夕日がきれいか、どこ
に車が止められるか、等）。 
 
○クルージングのコースを増やす。 

○漁協によるアサリ養殖 ○ＪＲ、船会社によるパンフレット製

作、ＰＲ 

ﾊｰﾄﾞ ○海岸の整備・保全 

－ ○食の拠点の運営 ﾊｰﾄﾞ ○事業者向けに土地を安く貸し出したり、海の

駅の利用料を安くする仕組みづくり 
 
○「食の拠点」の整備と、その拠点での食など

の一元的な情報発信 

○市民による、地域の魅力に関する情報発

信 

○旅行会社による、宿泊と観光がｾｯﾄ

になった観光パックの企画・実施 

ｿﾌﾄ ○広島湾エリア全体の食などの魅力マップの 

製作 

○広島湾の食の魅力を活かし、呉の魅力
を高めていく必要がある。 

 
・歴史・文化・産業資源と同様に、食も地元

の人にとって当たり前になりすぎている。 

 

・海産物などはもっと PR すべき。 

 

・地域の歴史などとコラボレーションした商

品開発がもっとできるのでは？ 

 

○大和ミュージアムの集客力を活かし、宿泊と観光がセットになっ
た観光パックづくり 

 
○観光バス（団体客）が訪れるような食の拠点を呉に整備 
 
○呉市や江田島市など市単位ではなく、広島湾全体の魅力マップの

製作 
 

○地域の中で、地域の魅力に関する情報を

共有化する（観光客が、地域の誰に訪ね

ても地域の魅力がわかるようにする） 

○JR（清盛マリンビュー）の中で、地

域の魅力資源の PR を実施 

ﾊｰﾄﾞ ○地域の食などの魅力に関する市民からの情

報の受け皿の整備 

 

○地域の祭り・イベントや特色ある資源
の効率的なＰＲが必要である。 

 

・呉周辺にはローカルなイベントや祭りが多

いが、知る機会がない（情報が欲しい）。 

 

・呉周辺には観光資源がたくさんあるが、ど

こを誰に見て欲しいのかよくわからない。 

○人材の育成・活用 
・大和ミュージアムを、研究活動・研究成果の発表・普及のための拠点と

して活用 

・地域と教育の関わりの復活（小学校単位での港まつりへの参加など） 

○呉の魅力の発信・発掘 
・呉の魅力に関する地域でのワークショップの推進 

・市民・NPO、行政、研究者、事業者の連携・協力による色々な観光資源

のパッケージ化 

○大和ミュージアムを活用した研究活動等

へ積極的に参加する。 
 
○地域への関心を保つために学校行事へ参

加する。 
 
○人と人との繋がりを大事にしていく（ミ

クロな視点からの繋がりの重視）。 

○観光に関するコンテンツの開発 ｿﾌﾄ ○マクロな視点から、人と人とを繋げていくよ

うな街づくりの実施 

宮島などの魅力

ある自然景観、歴

史・文化を活か

し、美しい広島湾

を保全する。 

 

（自然・歴史・文

化的資源の保全

と活用、ゴミなど

の削減） 

○沿岸域の歴史的な資源を保全しつつ
活用していくための方策が必要であ
る。 

 

・いい資源がたくさんあるのに知られていな

い、または活用されていない。また、地元

の人にとって当たり前になりすぎている。 

 

・歴史的な資源の観光化を進める取り組みが

必要である。 

 

○情報の充実 
・一般の方に見て頂けるような DVD の製作（呉の歴史、企業紹介等） 

○体験学習、人の育成・場所の確保 
・大和ミュージアムの活用（ワークショップで、ペーパークラフトを活用

した船の作り方の体験、もっと触ることができる展示物を増やす。） 

・観光客が立ち寄る店で呉の事を話せる知識を持ってもらう。 

○ＰＲ 
・呉は軍のイメージが強いので、「ノスタルジック」をテーマとした PR を

実施する。 

・線路沿いのパンフレット製作（どこの夕日がきれいか等） 

○地元の方から、魅力に関する情報収集を

実施する。 

 

○呉のことが観光客に簡単に説明できるよ

うな知識を各自が持つ。 

○ＤＶＤの製作、パネル展示（行政と

連携） 
 
○ボランティアの育成（ 〃 ） 
 
○官民一体、自衛隊や海上保安庁とも

連携した体験学習の検討 

（行政と連携） 
 
○「軍」からイメージチェンジした

PR の実施（ 〃 ） 

ｿﾌﾄ ○ＤＶＤの製作、パネル展示 
 
 
○ボランティアの育成 

 

○官民一体、自衛隊や海上保安庁とも連携した

体験学習の検討 
 
○「軍」からイメージチェンジしたＰＲ 

 

呉会場 


